
　
今
年
で
９
年
目
を
迎
え
る
森
の
子

コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
森
林
レ
ン
ジ
ャ

ー
あ
き
る
野
と
と
も
に
、
森
の
中
で

四
季
を
通
し
て
郷
土
の
自
然
に
学
び

﹁
あ
き
る
野
の
自
然
と
文
化
を
守
り

引
き
継
い
で
い
く
自
然
愛
や
郷
土
愛

を
持
つ
﹂
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
自
然
調

査
、
地
図
を
持
っ
て
登
山
、
レ
ン
ジ

ャ
ー
が
行
う
自
然
の
た
め
の
活
動
に

協
力
す
る
な
ど
、
森
で
の
活
動
が
中

心
で
す
。
﹁
自
然
の
中
で
自
然
に
つ

い
て
学
び
た
い
！
自
然
の
た
め
に
活

動
し
た
い
！
﹂
と
い
う
思
い
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時
　
５
月
19
日
㈰
、
６
月
２
日

　
㈰
、
７
月
７
日
㈰
、
８
月
４
日
㈰
、

　
９
月
23
日
㈪
、
10
月
19
日
㈯
、
11

　
月
２
日
㈯
、
12
月
８
日
㈰
、
平
成

　
32
年
︵
２
０
２
０
年
︶
１
月
19
日

　
㈰
、
３
月
29
日
㈰
︵
全
10
回
︶
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
天
候
・
季
節
で
変
更
有
り

▽
活
動
場
所
　
市
内
の
森
︵
現
地
集

　
２
月
の
定
期
募
集
で
入
居
者
が
決

ま
ら
な
か
っ
た
空
室
の
追
加
募
集
を

行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
４
月

中
旬
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
住
宅
係

　
合
・
解
散
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
新
年
度
小
学

　
校
４
・
５
年
生

▽
定
員
　
14
人
︵
１
年
間
い
っ
し
ょ

　
に
活
動
で
き
る
こ
と
︶

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選
考
し
、

　
４
月
26
日
㈮
ま
で
に
結
果
を
通
知

　
し
ま
す
。

▽
費
用
　
２
千
円
︵
１
年
間
の
保
険

　
代
︶

▽
応
募
方
法
　
４
月
22
日
㈪
︵
必
着
︶

　
ま
で
に
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　
を
記
入
の
上
、
送
付
す
る
か
直
接

　
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
応
募

　
用
紙
は
、
学
校
を
通
じ
て
配
布
し

　
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課
環

　
境
の
森
推
進
係
︵
〒
１
９
０
ー
０

　
１
６
４
　
五
日
市
４
１
１
、
☎
５

９
５
・
１
１
２
０
︶

　
市
の
生
物
多
様
性
の
保
全
を
進
め

る
た
め
に
、
市
内
に
生
息
す
る
野
生

動
物
の
う
ち
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ

る
生
き
も
の
の
一
覧
︵
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
︶
を
作
り
ま
し
た
。
両
生
類
の
リ

ス
ト
に
は
、
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
な
ど
の
14
種
が
、
は
虫
類
の

リ
ス
ト
に
は
、
ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
な

ど
の
13
種
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
環
境
政
策
課
環
境
政
策

　
係
︵
☎
５
９
５
・
１
１
１
０
︶

　
体
験
学
校
に
は
、
昔
畑
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
場
所
が
あ
り
ま
す
が
、

今
で
は
そ
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
を
耕
し
、
畑
と
し
て
復
活
さ
せ

て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
育
て
る
体
験
で

す
。

▽
日
時
　
４
月
３
日
㈬
、
７
月
20
日

　
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
頃

▽
場
所
　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験

　
学
校

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
新
年
度
小
学

　
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
︵
全

　
て
参
加
で
き
る
方
︶

▽
定
員
　
10
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
チ
ラ
シ
兼
申
込
書
配
置
場
所
　
小

　
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
、
環

　
境
政
策
課
︵
五
日
市
出
張
所
︶
、

　
生
活
環
境
課
、
中
央
図
書
館
、
東

　
部
図
書
館
エ
ル
、
五
日
市
図
書
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
主
催
　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験

　
学
校

▽
申
込
み
方
法
　
３
月
29
日
㈮
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
だ
後
、
申
込

　
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
送

　
付
す
る
か
直
接
窓
口
に
お
持
ち
く

▽
お
は
な
し
会

　●

日
時
…
３
月
24
日
㈰
　
午
前
11
時

▽
映
画
会
﹁
く
ま
の
お
い
し
ゃ
さ
ん
﹂

　●

日
時
…
３
月
20
日
㈬
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
２
時

▽
ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
会

　●

日
時
…
３
月
23
日
㈯
　
午
前
11
時

　
〜
11
時
30
分

　●

対
象
…
１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

　
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
中
央
図
書
館
　
毎
週
金
曜
日
と
19

　
日
㈫

▽
東
部
図
書
館
エ
ル
、
五
日
市
図
書

　
館
中
央
図
書
館
増
戸
分
室
　
毎
週

　
月
曜
日
と
21
日
㈭

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
︵h

ttp
s://w

w
w
.lib

ra
r

　y
.a
k
iru

n
o
.to

k
y
o
.jp
/in

d

　e
x
.a
sp

︶
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
だ
さ
い
。

※
申
込
み
方
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
し

　
た
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
小
宮
ふ
る
さ

　
と
自
然
体
験
学
校
［
〒
１
９
０
ー

　
０
１
７
４
　
乙
津
１
９
８
４
、
☎

　
５
９
６
・
０
４
１
４
︵
午
前
９
時

　
〜
午
後
５
時
、
月
曜
日
を
除
く
︶
］

　
図
書
館
で
は
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
録
音
資
料
の
作
成
や
貸
出
し

②
対
面
朗
読
︵
同
時
録
音
可
。
録
音

　
機
材
と
媒
体
を
用
意
し
て
く
だ
さ

　
い
︶

③
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
版
広
報
あ
き
る
野

　
︵
音
声
版
広
報
︶
の
貸
出
し

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会
︵
絵

　
本
と
お
は
な
し
の
会
︶

　●

日
時
…
３
月
24
日
㈰
　
午
前
11
時

　
〜
11
時
30
分

▽
ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
会

　●

日
時
…
３
月
28
日
㈭
　
午
前
11
時

　
〜
11
時
20
分

　●

対
象
…
１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

　
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
こ
う
さ
く

　
会
﹁
び
っ
く
り
箱
を
つ
く
ろ
う
﹂

　
牛
乳
パ
ッ
ク
と
輪
ゴ
ム
で
と
び
出

　
す
し
か
け
を
作
り
ま
す
。

　●

日
時
…
３
月
29
日
㈮
　
午
後
３
時

　
〜
４
時

　●

対
象
…
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

　
〜
11
時
30
分

▽
わ
ら
べ
う
た
の
じ
か
ん

　●

日
時
…
３
月
25
日
㈪
　
午
前
11
時

　
〜
11
時
20
分

　●

対
象
…
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

　
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会
︵
お

　
は
な
し
タ
･

ン
・
ト
︶

　●

日
時
…
３
月
27
日
㈬
　
午
後
３
時

　
〜
３
時
30
分
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第
９
期

　
森
の
子
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
の
追
加
募
集

あ
き
る
野
市
版
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

（
両
生
類
・
は
虫
類
）
を

　
　
　
　
　
作
成
し
ま
し
た

森
っ
こ
サ
ン
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ

「
荒
地
を
耕
し
て
一
か
ら

　
畑
を
つ
く
り
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

　
　
　
　
　
育
て
て
み
よ
う
」

中
央
図
書
館

　
（
☎
５
５
８
・
１
１
０
８
）

３
月
の
休
館
日

東
部
図
書
館
エ
ル

　
（
☎
５
５
０
・
５
９
５
９
）

五
日
市
図
書
館

　
（
☎
５
９
５
・
０
２
３
６
）

図
書
館
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
へ

携帯用

スマートフォン用

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく

区切られた秋川区切られた秋川 （88）

　秋川は、美しい渓谷や人と生き物で賑

やかな河川というイメージがあります。

本来、河原は公共の場であり、人と生き

物が共存すべき環境でもありますが、ど

うもそうはいかないようですね。秋川に

は様々な魚がいるので釣りに訪れる人が

多く、その魚を守るため、魚類の放流や

カワウ対策による人工物が設置されてい

る状況に以前からいろいろと気になって

いました。かつては、遡上アユも多く、

サギ類やカワウなどもほとんどいなかっ

たため、これらの対策は不要でしたが、

現在、サギ類やカワウなどは急激に増加

してしまいました。この増加は、人間活

動に限らず、自然界にも影響を及ぼすた

め、コントロールが必要になると思いま

すが、秋川でよく見られるようになった

防鳥用テグスやビニール、凧などの「支

障物」や水中の釣り針による捕獲法など

は、目的の鳥に限らず、他の水辺環境の

野鳥に影響が出てしまうことが懸念され

ます。

　東京都で貴重な野鳥であり、渓谷の豊

かな自然の代表的な生き物であるヤマセ

ミやアカショウビン（どちらも絶滅危惧

種）は、近年滅多に見られなくなりまし

た。また、昨年12月には、カルガモがテ

グスに絡まってしまった事例がありまし

たが、目に見えない影響は他にもあると

思われます。ちなみに、急降下できるサ

ギ類やカワウは、支障物の存在に慣れて

河原に普通に着地するため、魚類の捕食

抑制は難しい印象です。一方、カモ類や

特にヤマセミ、アカショウビン、カワガ

ラスなどの野鳥は、よく水面に沿って飛

ぶため、その影響を受けやすいことが想

定されます。

　市にカワウのコロニー（集団営巣地）

は存在しませんが、日本各地の水辺環境

の改善や河川敷などの樹林化に伴い、全

国的にコロニーの増加がみられ、カワウ

による被害が拡大してしまいました。全

国レベルの連携によるコロニー（または

ねぐら）のコントロールを行わない限

り、カワウなどの被害が収まることは期

待できません。生物多様性を目指す市と

して、清流秋川にすむ魚や水辺環境を好

む野鳥を守る対策がないものかと頭を悩

ませます。

　自然を愛する市民や観光客をがっかり

させない「多様で美しい秋川の姿」の復

活を心から願います。

（パブロ）

多くの野鳥への影響も伴う秋川のテグス景色

たこ

そじょう


